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兼
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兼
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“ ぎゅっと ” カーを利用してみよう
　“ぎゅっと ”カーは、電話またはインターネットで予約します。電話で予約する場合は、事前に会員登録（無料）
が必要です。各所に設置された停留所間での移動に利用でき、乗合のため、同じ時間帯に予約した人と一緒に乗
車する場合があります。まずは会員登録をして、日々の生活の中で利用してみましょう。

１　予約する
　電話またはインターネット
で、利用したい日時や乗降する
停留所を予約
※�電話予約は事前に会員登録が必要です
２　停留所で待つ
　予約した時間の５分前に停留所で待つ
３　乗車する・料金を支払う
　乗車時に運転手へ料金（現金または回
数券）を支払う
４　目的地近くで降車する
　目的地に近い停留所で降車

書面での会員登録
会員登録申込書に
必要事項を記入し郵送

会員証が送られてきたら利用可能

インターネットでの会員登録
インターネット登録サイトにアクセス
して必要事項を入力

登録後すぐ利用可能

特　集

利用の流れ 会員登録をして便利に

通
院
や
買
い
物
、
通
勤
・
通
学
、

習
い
事
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
「
移
動
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
運

転
免
許
証
を
返
納
し
た
人
や
公
共

交
通
を
利
用
し
に
く
い
地
域
の
移

動
手
段
の
確
保
が
、
地
域
の
暮
ら

し
を
支
え
る
上
で
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
車
を
運
転
で
き

な
い
人
や
家
族
の
送
迎
に
頼
る
こ

と
が
難
し
い
人
に
と
っ
て
、
移
動

は
大
き
な
負
担
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
町
で
は
、
だ
れ
も
が
気

兼
ね
な
く
「
お
で
か
け
」
で
き
る

町
を
目
指
し
て
、
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
「“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー

よ
し
だ
」
の
運
行
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
か
ら
実
証
運
行
を

行
い
、
約
２
年
に
わ
た
っ
て
運
行

時
間
の
見
直
し
や
高
齢
者
の
外
出

促
進
、
子
ど
も
の
利
用
促
進
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
を
進
め
、
つ

い
に
今
年
の
４
月
か
ら
本
格
運
行

へ
移
行
し
ま
し
た
。
今
回
の
特
集

で
は
、“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー
が
暮
ら

し
を
ど
う
支
え
て
い
る
か
、
利
用

者
や
関
係
者
の
声
を
通
し
て
紹
介

し
ま
す
。

暮
ら
し
の
中
で
広
が
る
利
用

　

実
証
運
行
の
開
始
以
降
、“
ぎ
ゅ

っ
と
”カ
ー
の
利
用
は
少
し
ず
つ

広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
常
の
ち
ょ

っ
と
し
た
移
動
な
ど
、
日
々
の
暮

ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用

で
き
る
ほ
か
、
高
速
バ
ス
に
乗
り

継
い
で
町
外
に
出
掛
け
る
な
ど
、

利
用
目
的
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
利

用
回
数
も
徐
々
に
増
え
て
お
り
、

町
内
の
移
動
手
段
と
し
て
認
知
が

広
が
る
と
と
も
に
、
暮
ら
し
の
中

に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

申込書と

パンフレットは

役場、自治会などにも

置いてあるよ

〝
ぎ
ゅ
っ
と
〟カ
ー
と
は
？

　
“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー
は
、
事
前
に

予
約
し
て
利
用
す
る
乗
合
送
迎
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
予
約
に
応
じ
て
運

行
し
、
町
内
に
設
置
さ
れ
た
停
留

所
か
ら
停
留
所
ま
で
移
動
で
き
ま

す
。
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ
た

ル
ー
ト
を
走
る
路
線
バ
ス
と
は
異

な
り
、
利
用
者
の
予
約
に
合
わ
せ

て
運
行
す
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

通
院
や
買
い
物
、
通
勤
・
通
学
、

習
い
事
な
ど
、
日
常
生
活
の
さ
ま

ざ
ま
な
移
動
に
利
用
で
き
ま
す
。

割
引
運
賃
や
回
数
券
の
利
用
で

も
っ
と
便
利
に

　
“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー
の
支
払
い
は
、
現

金
ま
た
は
回
数
券
で
、
乗
車
時
に
支
払

い
ま
す
。
町
内
利
用
は
１
回
３
０
０

円
、
町
外
で
は
榛
原
総
合
病
院
の
み
利

用
で
き
、
１
回
５
０
０
円
で
す
。
日
常

で
利
用
す
る
人
向
け
に
普
通
回
数
券
が

あ
る
ほ
か
、
高
校
生
以
下
が
利
用
で
き

る
こ
ど
も
回
数
券
、
福
祉
割
引
の
対
象

者
が
利
用
で
き
る
福
祉
回
数
券
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
定
期
券
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
乗
車
時
に
提
示
す
る
こ
と

で
バ
ス
乗
継
割
引
を
利
用
で
き
ま
す
。

種類 割引額 対象者

普通
回数券

町
内

3,000 円
（300 円× 11 枚）

一般
町
外

5,000 円
（500 円× 11 枚）

こども
回数券

３,000 円
（３00 円× 1５ 枚）

高校生以下
※年齢確認が必要です。

福祉
回数券

３,000 円
（２00 円× 1５ 枚）

福祉割引の対象者
※手帳の提示が必要です。

※販売は役場企画課、普通回数券は車内でも販売

回数券

種類 割引額 対象者
バス乗継

割引 100 円割引き バス定期券保有者

福祉割引
　※事前申請が
　　必要です。

町内
200 円 / １回

身体障害者手帳／
療育手帳 / 精神障
害者手帳を持って
いる人

本人と同乗する介
助者（１人）

町内

榛原総合病院
300 円 / 回

500 円 / 回

普通運賃

割引運賃

◇運行時間
毎日運行
平　日　6：30～ 20：30
土日祝　8：00～ 16：30
※ 12/29～ 1/3 は運休

◇予約受付時間
電話
平日のみ
6：30～20：30
インターネット
24時間

利用方法を動画でも解説▶

問い合わせ　企画課　企画調整部門　 33－2136

月別利用回数（回）
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特　集

“ ぎゅっと ” カーのある暮らし　
　“ぎゅっと ”カーは、通院や買い物だけでなく、子どもの習い事や日常のちょっとした移動にも利用されて
います。利用する目的や頻度は人それぞれですが、利用している人からは「電話で簡単に予約ができて安心」
「時間を気にせず自分のタイミングで出掛けられる」「送迎の負担が減った」など多くの声が聞かれます。
ここでは、暮らしの中で “ぎゅっと ”カーを利用している皆さんに、感じている便利さを聞きました。

運行開始当初から、利用しています

　いつも通院の際に “ぎゅっと ”カーを利用しています。バスと
違って停留所がたくさんあって、電話一本で簡単に予約ができて、
１回300円で利用できるため、時間も気にせず気軽に乗れてすご
く助かっています。すごく便利なので移動に困っている友人にも
“ぎゅっと ”カーを紹介しています。

黒
くろ

山
やま

きぬよさん

いつも回数券を買って、利用しています

増
ます

田
だ

惠
え

美
み

子
こ

さん

　回数券を使い、“ ぎゅっと ” カーを利用しています。町内の移
動だけでなく、吉田インター入口付近まで “ ぎゅっと ” カーで行
き、高速バスに乗り継いで外出したりしています。町外からの友
人が来た時も一緒に利用し、便利な移動手段として多くの友人に
も紹介しています。

地域で支える、暮らしの移動
　“ぎゅっと ”カーは、停留所設置に協力いただく施設の皆さんや安全に運行する運転手、そして地域の皆さん
から寄せられる声によって支えられています。町では、利用者や地域の皆さんの声を聞きながら新たな停留所を
設置するなど、“ぎゅっと ”カーがより使いやすい移動手段となるよう日々改善に取り組んでいます。

地
域
の
交
通
を

未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
に

　
町
で
は
、“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー
の
運
行

開
始
か
ら
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
住

民
懇
談
会
、
利
用
説
明
会
な
ど
を
通
じ

て
、“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー
の
利
用
方
法
や

停
留
所
、
運
行
に
関
す
る
意
見
を
聞
い

て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
声
を
踏
ま
え

な
が
ら
停
留
所
の
設
置
や
利
用
方
法
の

周
知
な
ど
に
取
り
組
み
、
よ
り
使
い
や

す
い
移
動
手
段
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
人
に
“
ぎ

ゅ
っ
と
”カ
ー
を
知
っ
て
も
ら
い
、
身
近

な
移
動
手
段
と
し
て
使
い
や
す
く
な
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー
の
利
用
は
徐
々
に

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
１
度

も
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
人
も
い
る
か

と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
使
っ

て
も
ら
い
、
利
用
者
の
声
を
た
く
さ
ん

聞
い
て
よ
り
良
い
も
の
と
し
て
い
く
こ

と
で
、“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー
は
持
続
可
能

な
公
共
交
通
と
な
り
、
未
来
の
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー
は

行
き
た
い
と
き
に
行
き
た
い
所
へ
行
く

こ
と
が
で
き
る
、
手
軽
で
便
利
な
公
共

交
通
と
し
て
皆
さ
ん
の
移
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
ま
ず
は
「
ち
ょ
っ
と
そ
こ

ま
で
」“
ぎ
ゅ
っ
と
”カ
ー
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

町
内
各
所
に
停
留
所
を
設
置

　

停
留
所
は
、
利
用
者
が
目
的
地
の
近

く
ま
で
移
動
で
き
る
よ
う
、
公
共
施
設

や
医
療
機
関
、
商
業
施
設
な
ど
町
内
各

所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日

時
点
の
停
留
所
は
１
７
７
カ
所
。
身
近

な
場
所
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
、
町
内

施
設
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
移
動
で

き
る
場
所
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　　運転手の声　安全に、安心して乗れるように
　“ぎゅっと ”カーの運行開始からの運転手として携わっています。当初は高齢者の利
用が多い印象でしたが、最近では高速バスに乗り継いで通勤する人や、習い事、通学
で利用する子どもの姿も見られるようになりました。運行では皆さんが安心して乗車
できるように安全運転を心掛け、発車時はゆっくり走り出すなど体に負担がかからな
いよう細心の注意を払っています。これからも、安心して利用してもらえるよう丁寧
な運転を続けていきたいと思っています。

　　停留所協力先の声　検査や手術を行う患者の移動手段確保に
　検査や手術の内容によっては、当日車の運転を控えても
らう場合があります。そのため、家族の送迎が難しい人や、
一人で通院している人にとって、移動手段を確保すること
は大きな課題でした。ですが、停留所を設置してから多く
の患者様から「“ ぎゅっと ” カーがあって助かる」という
声があり、停留所を設置してよかったと感じています。当
院の利用に限らず、地域で移動手段を必要とするさまざま
な人に活用してもらえればと思います。 看護師 金

きん

城
じょう

友
ゆ

美
み

子
こ

さん

運転手 服
はっ

部
とり

和
かず

也
や

さん

川尻会館で行われる体操教室で保
護者と子どもに説明をする様子

仕事や町内の移動は “ぎゅっと ”カーです
　車を持っていないので、仕事や買い物など町内の移動に “ぎゅ
っと ”カーを利用しています。自分で運転しなくても移動手段が
あるのは本当に助かっています。土日でも必要な時に予約して
利用ができる、日常生活の中で欠かせない移動手段です。ﾑﾄ ｱﾚﾊﾝドﾛ ｲｿﾝさん

息子の習い事の送迎で利用しています
　仕事や家庭の都合で、息子を習い事に送ることが
できないときは、“ ぎゅっと ” カーを利用している
のでとても助かっています。最初は１人で乗せる
ことに少し不安もありましたが、
今では本人も慣れて、安心して
利用しています。

大
おお

石
いし

亘
わたる

さん

習い事は “ぎゅっと ”カーで行きます
　お母さんが家事や妹の世話で忙しい時は、“ ぎゅ
っと ”カーに乗って体操教室に通っています。最初
は 1人でドキドキしたけど、今は慣れてきて安心

して乗れています。車も快適で乗
りやすいです。

大
おお

石
いし

晴
はる

仁
ひと

くん

いしだ眼科

広報よしだ◎2026／７月 04広報よしだ◎2026／７月05



水面にそっと花開く睡蓮◎住吉小学校

吉田町
総合体育館
吉田町
総合体育館

吉田郵便局吉田郵便局

小山城

吉田インター
　　　チェンジ

国
道
15
0号

国
道
15
0号

湯
 日
 川

太 平 橋

富 士 見 橋

大 幡 川
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大 幡
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至 焼津市 →

← 至
 牧之

原市

東名高速道
路

東名高速道
路

太平洋岸自転車道
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住
吉
神
社

住
吉
神
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住
吉
小
学
校

住吉郵便局住吉郵便局
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町内の畑で育てられた、生
でも食べられる新鮮なとう
もろこしを頬張るきょうだ
い。青々とした畑に囲まれ、
甘くてみずみずしい味わい
に笑顔を見せながら、「おい
しいね」と声を掛け合って
いました。

今月の表紙

2026 No. 804
7

特集
だれもが、気兼ねなく「おでかけ」できる町を目指して
“ぎゅっと”カーよしだ� 02

まちからのお知らせ� 07

町長からのメッセージ
津波防災まちづくり、胸突き八丁へ� 14

まちのわだい� 16

情報ボックス� 18

保健だより� 22

としょかんだより� 23

かがやく笑顔
Happy Birthday（ハッピーバースデー）� 24

役場の業務に関する
問い合わせはコチラから▶

人口減少数・減少率（令和２～７年）

減少数（人） 減少率（%）

1 静岡市 ３３,７６９ 1 川根本町 14.3

2 浜松市 ２４,９６８ 2 西伊豆町 14.2

3 沼津市 ９,９４８ 3 松崎町 13.4

28 吉田町 1,166 26 吉田町 4.0

公
共
花
壇
の
管
理 

吉
田
町
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
花
に
囲
ま
れ
た
環
境
づ
く
り

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
花
壇

　

往
来
す
る
人
が
自
由
に
鑑
賞
で
き
、

継
続
的
に
草
花
が
植
え
ら
れ
る
町
の
公

共
花
壇

※�

特
に
、
山
崎
橋
南
（
吉
田
町
交
番
向

か
い
側
）、
大
幡
川
幹
線
歩
道
（
大

幡
神
社
～
国
道
１
５
０
号
付
近
）、

図
書
館
入
口
付
近
、
小
山
城
売
店
付

近
の
花
壇
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
請
要
件　

　

３
人
以
上
の
団
体
ま
た
は
企
業

※
町
内
会
や
隣
組
な
ど
も
対
象

問
い
合
わ
せ

　

都
市
環
境
課　

都
市
計
画
部
門
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花壇の面積に応じて
補助金を交付します

面積 補助限度額

10㎡未満 20,000円

10～40㎡未満 35,000円

40～70㎡未満 50,000円

70～100㎡未満 65,000円

100㎡～130㎡未満 80,000円

130㎡以上 95,000円

小山城売店付近

図書館入口付近 山崎橋南

大幡川
幹線歩道

令
和
７
年
度
国
勢
調
査 

速
報
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

令
和
７
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し

た
国
勢
調
査
の
速
報
値
が
、
総
務
省
統

計
局
と
静
岡
県
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
口
は
、
県
内
35
市
町
全
て
で
減
少
。

吉
田
町
の
人
口
は
２
万
７
７
５
３
人
、

世
帯
数
は
１
万
１
５
５
５
世
帯
（
※
）

と
な
り
、
前
回
実
施
し
た
令
和
２
年
に

比
べ
る
と
、
１
１
６
６
人
、
4
・
０
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
結
果
は
速
報
値
で
す
。
後
日
、

　

国
が
公
表
す
る
確
定
し
た
数
値
と
は

　

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
調
整
部
門
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２
１
３
６

吉田町の国勢調査人口・世帯数の推移

詳
細
は
コ
チ
ラ
か
ら
▼

広報よしだ◎2026／７月07



後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者・国
民
健
康
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ 

８
月
１
日
か
ら
資
格
確
認
書
の
色
が
変
わ
り
ま
す

75歳の誕生日を
迎える時期

保険料額決定
通知の発送時期

～令和８年
５月 ８月中旬

令和８年
６月・７月 ９月中旬

令和８年
８月～

誕生月の
翌々月中旬
例：誕生日が

８月の場合は10月中旬

マイナ保険証を持っている人

そのまま医療機関などでマイナ保険証を利用してください。
健康保険の資格を簡易に確認できるように「資格情報
のお知らせ」を送付します。

マイナ保険証を持っていない人

有効期限前に新しい「資
格確認書（クリーム色）」
を送付します。

84 歳以下でマイナ保険証を持っている人

そのまま医療機関などでマイナ保険証を利用してください。
健康保険の資格を簡易に確認できるように「資格情報
のお知らせ」を送付します。 

85 歳以上の人全員
84 歳以下でマイナ保険証を持っていない人

有効期限前に新しい「資
格確認書（藤色）」を送付
します。
※�限度額区分の記載が必
要な人は、町民課国保
部門へ申請をしてくだ
さい。

123

メ
リ
ッ
ト
①

過
去
の
お
薬
・
診
療
デ
ー
タ
に
基
づ
く
、

よ
り
良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

過
去
の
お
薬
情
報
や
健
康
診
断
の
結

果
を
確
認
で
き
る
た
め
、
体
の
状
態
や

他
の
病
気
を
推
測
し
て
治
療
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
分
量

を
調
整
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
②

手
続
き
な
し
で
、
突
然
の
手
術
・
入
院

で
も
高
額
支
払
い
が
不
要
に
な
り
ま
す

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
と
、
病

院
な
ど
で
の
高
額
療
養
費
の
限
度
額
を

超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。た
だ

し
、
国
保
税
の
滞
納
が
あ
る
な
ど
限
度

額
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
③

救
急
現
場
で
、
救
急
搬
送
中
の
適
切
な

応
急
処
置
や
病
院
の
選
定
、
搬
送
先
の

病
院
で
活
用
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
関
す
る
こ
と

　
町
民
課　

住
民
窓
口
部
門
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▼
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
こ
と

　

町
民
課　

国
保
部
門
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国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

▼
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
に

は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
）」
を
送
付
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

●�

70
歳
未
満
で
、
す
で
に
「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
（
有
効
期
限
の
記
載
が

な
い
も
の
）」
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、

新
し
い
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

は
送
付
し
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
交
付

済
み
の
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

資
格
確
認
書
（
う
ぐ
い
す
色
）
を

持
っ
て
い
る
人
で
、
令
和
８
年
５
月

末
ま
で
に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登

録
を
し
た
人
に
は
、「
資
格
情
報
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

に
は
「
資
格
確
認
書
（
ク
リ
ー
ム
色
）」

を
送
付
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

　

�

現
在
使
用
し
て
い
る
資
格
確
認
書
は

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
令

和
８
年
８
月
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
状
況
に
応
じ
て
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
ま
た
は
「
資
格
確
認
書
（
藤
色
）」

を
送
付
し
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
に

は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
（
Ａ
４
サ

イ
ズ
）」
を
送
付
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

� 　
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
だ
け
で

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▼
85
歳
以
上
の
人
と
84
歳
以
下
で

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

　

85
歳
以
上
の
人
と
84
歳
以
下
で
マ
イ

ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
「
資

格
確
認
書
（
藤
色
）」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

　

国
民
健
康
保
険
税
は
期
限
内
に
必
ず

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
が
続
く
と
、
医
療
費
が
一
時

全
額
自
己
負
担
（
10
割
）
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
後
日
申
請
に
よ
り
、
保

険
適
用
分
が
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
が
、

滞
納
分
へ
充
当
さ
れ
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

　

�

限
度
額
区
分
の
記
載
が
必
要
な
場
合

は
町
民
課
国
保
部
門
へ
の
申
請
が
必
要

で
す
。

▼
保
険
料
決
定
通
知
の
発
送
時
期

　

後
期
高
齢
者
保
険
料
額
決
定
通
知
書

は
８
月
中
旬
頃
に
発
送
し
ま
す
。
６
月

以
降
に
75
歳
に
な
る
人
は
発
送
時
期
が

異
な
り
ま
す
。

※��医療機関などにあるカード
リーダーが故障などで、マ
イナ保険証を利用できな
いときは、マイナンバー�
カードと「資格情報のお
知らせ」を一緒に提示す
ることで受診可能です。

※�今年から「資格確認書」は
送付しません。介助などで
「資格確認書」の交付を希
望する場合は申請が必要
です。

旧

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
登
録
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
か
ら
交
付
ま
で
に
１

カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
に
注
意
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明

書
の
更
新
手
続
き
を
せ
ず
に
、
有
効
期

限
を
過
ぎ
、
さ
ら
に
３
ヵ
月
が
経
過
す

る
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
マ
イ

ナ
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
２
～

３
ヵ
月
前
に
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
・
電
子
証
明
書
有
効
期
限
通
知
書
」

が
届
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
更
新
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
困
難
な
人

　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る
人
で

も
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、配
慮
が
必

要
な
人
は
、町
民
課
に
申
請
す
る
こ
と
で

資
格
確
認
書
を
取
得
で
き
ま
す
。親
族

な
ど
の
法
定
代
理
人
や
介
助
者
な
ど
に

よ
る
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を

使
い
ま
し
ょ
う

こ
ん
な
時
に
便
利
で
す
！

マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト

※年齢は８月１日を基準としています。

新 新
旧
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吉田町文化祭
－出演者・出展者を募集します－

芸能祭出演者募集
～芸能発表部門～

文化展作品募集
～展示部門～

場　所　学習ホール場　所　総合体育館
開催日　10月18日㈰開催日　10月31日㈯・11月1日㈰

吉田町文化祭は、芸術文化の振興をめざし、吉田町文化協会会員に限らず広く町民全体からの参加を募り、文
化祭を通して町民全体の文化の交流と明るくうるおいのある創造活動の向上を図ることを目的として開催します。

対　象　町内在住・在勤・在学者、町文化協会会員、町教育委員会事業参加者など

申込方法　�申込書に必要事項を記入し、申込期間内に文化協会事務局（中央公民館内）に提出（申込書は文化協
会事務局に準備）

問合先　町文化協会事務局（中央公民館内）　 32－3121　 33－4343　

募集期間
７月14日㈫～９月11日㈮ 17：00

募集期間
７月14日㈫～8月14日㈮ 17：00

健康体力づくり教室・親子体操の２期（９月～11月）参加者募集

教　 室 講 師 対 象 活動日 時 間 定 員 会 場 内　　容

にこにこ健康体操 永井 成人 水
10：00
～
11：00

50人 総合体育館
アリーナ

初心者にオススメ！全身をほぐし、ストレッ
チ、筋トレ、ウォーキングなどさまざまな動
きを通し、自分のからだの調子を整えます。

もみじトランポ 関 成人 水
10：00
～
11：00

２５人 総合体育館
剣道場

年齢は問いません！リズミカルな音楽に合
わせてミニトランポウォーク♪いつまでも元
気に楽しく過ごせるよう、頭と身体を同時
に使って脳に刺激！一緒に楽しみましょう。

スロー筋トレ健康体操 半田 ６０歳
以上 金

10：00
～
11：00

4０人 総合体育館
剣道場

しなやかに毎日を生きるために、家でもや
れる筋トレを中心に、ストレッチポールな
どで体を整え、仲間づくり、笑顔で脳トレ
をしましょう。

らく楽健康体操 永井 成人 金
19：30
～
20：30

３０人 総合体育館
アリーナA

ストレッチやダンベル体操で体力アップを
図ります。

運動初心者向け（５０代以降のロコモティブシンドローム予防におすすめ）

教　 室 講 師 対 象 活動日 時 間 定 員 会 場 内　　容

Smileフィットネス 吉村 成人 水
19：45
～
20：45

３０人 総合体育館
剣道場

ウォーキング、ストレッチ、体幹運動、思
わず笑顔になるリズム運動。心肺機能、身
体バランス、代謝アップで運動不足解消、
健康維持！楽しく運動を継続しましょう♪

トータルフィットネス 山田 成人 木
10：00
～
11：00

２５人 総合体育館
剣道場

一生歩ける体づくり！まずは心身をニュート
ラルに整えることから始めませんか？セルフ
整体♪トータルエクササイズで、無理なく楽
しく心身のバランスを整えていきましょう。

軽い運動をしている人向け（30・40代からの基礎代謝アップにおすすめ）

募集期間　７月27日㈪～８月７日㈮
受付時間　火～金曜日　８：15～21：00　土～月曜日　８：15～17：00
　　　　※第３日曜日・祝日は閉館のため、受付できません。
対　　象　町内在住・在勤者
参 加 費　各教室　２期　2,000円（10回）
申込方法　中央公民館に備え付けの申込書に必要事項を記入し、参加料を添えて申し込んでください（先着順）。
注意事項　自己都合によるキャンセルや欠席された場合には返金ができません。
　　　　　申し込み数が10人に満たない場合は各教室の開催を取りやめます。
　　　　　天候などの状況によっては回数の変更や中止する場合があります。開催を取りやめる場合には参加
　　　　　費の全額を、回数の変更や中止する場合には参加費の一部を返金します。
問 合 先　生涯学習課　スポーツ振興部門（中央公民館）　 33－2152



展示に関する問合せ先
生涯学習課　社会教育部門
33－2152

問
い
合
わ
せ

　

吉
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

33
－
２
３
２
３

　

福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
部
門
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物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用 

水
道
基
本
料
金（
８
月
請
求
分
）を
減
免
し
ま
す

　

国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
町
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
水

道
の
基
本
料
金
を
減
免
し
ま
す
。

　

申
請
な
ど
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
対
象
期
間
の
水
道
料
金
に
つ
い

て
、
基
本
料
金
を
差
し
引
い
た
分
が
請

求
額
に
な
り
ま
す
が
、
納
付
書
払
い
で

請
求
額
が
０
円
に
な
る
場
合
は
納
付
書

を
郵
送
し
ま
せ
ん
。

対　
象

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
が
対

象
で
す
（
官
公
庁
を
除
く
）。

①�

町
内
に
水
道
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て

い
る
。

②�

町
水
道
事
業
と
給
水
契
約
を
結
び
、

令
和
８
年
６
月
・
７
月
の
２
カ
月
間

継
続
し
て
水
道
を
利
用
し
て
い
る
。

③�

口
径
13
ミ
リ
・
20
ミ
リ
・
25
ミ
リ
を
使

用
し
て
い
る
。

減
免
内
容　

　

令
和
８
年
６
月
・
７
月
使
用
分
の
基

本
料
金（
８
月
請
求
分
）

※
水
道
料
金
は
２
カ
月
ご
と
の
請
求
で
す
。

※�

開
始・休
止
な
ど
の
時
期
に
よ
り
減
免

の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

下
水
道
使
用
料
は
減
免
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

※�

集
合
住
宅（
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト

な
ど
）で
入
居
者
が
町
と
給
水
契
約
を

し
て
い
る
場
合（
戸
別
検
針
）は
、入

居
者
へ
の
請
求
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

※�

集
合
住
宅
で
管
理
会
社
な
ど
が
一
括

し
て
町
と
給
水
契
約
を
し
て
い
る
場

合（
親
メ
ー
タ
ー
検
針
）は
、管
理
会
社

な
ど
へ
の
請
求
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

管
理
会
社
な
ど
に
水
道
料
金
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
直
接
管
理
会

社
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
（
上
下
水
道
課
内
）

　

33
－
２
１
２
７

　

上
下
水
道
課　

水
道
業
務
部
門

　

33
－
２
１
２
８

介
護
者
の
つ
ど
い
参
加
者
募
集 

介
護
中
の
悩
み
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

介
護
を
し
て
い
る
と
、
悩
み
や
不
安

を
か
か
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

介
護
教
室
で
は
講
師
を
招
い
て
栄
養
・

薬
・
認
知
症
へ
の
対
応
な
ど
、
日
々
の

介
護
に
役
立
つ
知
識
を
学
べ
ま
す
。
交

流
会
で
は
、
介
護
者
同
士
が
日
頃
の
悩

み
や
不
安
を
話
し
合
え
る
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

対　
象

　

町
内
在
住
の
在
宅
介
護
者

場　
所　

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ぁ
と
ふ
る

時　
間　
13
：
30
～
15
：
00

申
込
方
法　

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す 

吉
田
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
親
睦
大
会

　

第
37
回
吉
田
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
親
睦

大
会
に
参
加
す
る
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま

す
。
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と
は
羽
根
つ
き
の

ボ
ー
ル
を
素
手
で
打
ち
合
い
、
ネ
ッ
ト

越
し
に
相
手
コ
ー
ト
へ
落
と
さ
ず
に
つ

な
ぎ
な
が
ら
得
点
を
競
う
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
タ
イ
プ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
不
慣
れ
な

人
で
も
す
ぐ
に
ゲ
ー
ム
が
楽
し
め
ま
す
。

日　
時　
９
月
６
日
㈰ 

９
：
00
～

場　
所　
総
合
体
育
館

参
加
費　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

募
集
部
門

　

男
女
混
合
の
部
／
女
子
の
部

　
（
１
チ
ー
ム
８
人
以
内
）

申
込
方
法

　

８
月
21
日
㈮
ま
で
に
中
央
公
民
館
窓

口
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
門

　

33
－
２
１
５
２

吉
田
町
役
場
で
献
血
を
実
施
し
ま
す 

献
血
で
救
わ
れ
る
命
が
あ
り
ま
す

　

献
血
は
、
病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど

で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
尊
い

命
を
救
う
た
め
、
健
康
な
人
が
自
分
の

血
液
を
無
償
で
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
あ
な
た
の
献
血
で
救
わ
れ
る

命
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運

び
献
血
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
献

血
ア
プ
リ
（
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
）
か
ら
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。
ア
プ
リ
で
の
予
約

を
行
わ
ず
、
直
接
会
場
で
献
血
を
受
け

付
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
そ
の
場

合
に
は
、
予
約
者
優
先
と
な
り
ま
す
。

日　
時

　

８
月
12
日
㈬

　

９
：
30
～
12
：
00　

13
：
15
～
16
：
00

場　
所

　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

32
－
７
０
０
０

　

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

０
５
４
－
２
４
７
－
７
１
４
２

小山城をめぐる攻防
展望台小山城に武田・徳川の資料を展示しました
新たに展示した資料は、「小山城をめぐる天正３年の武田・徳川の攻防」に着目した内容と
なり、当時の記録が記された古文書や小山城絵図の複写資料を展示しています。吉田町の
歴史を学ぶ上で非常に貴重な史料となります。

天正３年（1575 年）といえば、長篠の戦で織田・徳川の連合軍が勝頼率いる
武田軍に圧勝した年です。その後、家康は７～８月に諏訪原城を攻略し、次
に小山城を狙った動きがありました。この時の貴重な史料「殿

との

嶋
じま

由
ゆい

緒
しょ

」（久
保田家所蔵の古文書）を初公開します。また、小山城絵図（藤枝市郷土博物
館所蔵）には、浸蝕谷に挟まれた「大

おお

熊
くま

備
び

前
ぜん

守
のかみ

の屋敷」や、「能
のう

満
まん

寺
じ

郭
くるわ

」が
描かれており、当時の小山城の堅固な様子を見ることができます。　

展示資料の
見どころ

展望台小山城
開館時間　 9：00 ～ 16：30（16：00 最終入場）
定 休 日　月曜日（祝日の場合翌日）・年末年始
入 館 料　大人 200 円、子ども 100 円

日付 内容

介
護
教
室

８月 20 日㈭ 食事と栄養

10 月 20 日㈫ 介護に役立つ薬の話

１月 28 日㈭ 認知症の方への対応

交
流
会

７月 21 日㈫
交流会
健康相談
簡単な体操

11 月 20 日㈮

３月 12 日㈮

食事と栄養では、噛みや
すくする食事の内容が勉
強になった。

いろいろなケースを知ることができ、みんなそれぞれ大変な思いで介護していて、自分だけではないと思った。

詳
細
は
コ
チ
ラ
か
ら
▼

申
し
込
み
は
コ
チ
ラ
か
ら
▼

ア
プ
リ
の
登
録
は
コ
チ
ラ
か
ら
▼

詐欺などに注意を！

今回の減免手続きのために、
金融機関やコンビニのATM
に誘導することはありませ
ん。手続きについて役場か
ら電話や訪問をすることは
原則ありません。
不審に思った場合は、家族
や警察に相談するか、左記
に問い合わせてください。

介護教室の参加者の声
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冒
頭
の
一
文
は
、
町
の
津
波
防

災
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
と
な
っ
た

　

冒
頭
の
一
文
は
、
町
の
津
波
防

災
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
と
な
っ
た

「
吉
田
町
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
監
修
さ
れ
た
東
京
大
学
地
震

研
究
所
の
都つ

司じ

嘉よ
し

宣の
ぶ

理
学
博
士

（
当
時
）が
、2
0
1
1
年
７
月
16

日
に
吉
田
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
『
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
教

訓
と
約
20
年
か
ら
30
年
後
に
発
生

が
予
想
さ
れ
る
東
海
沖
巨
大
地
震

へ
の
有
効
対
策
』
と
銘
打
っ
た
防

災
講
演
会
の
席
上
で
話
さ
れ
た

「
東
海
地
震
」
の
見
解
で
す
。

　

都
司
博
士
に
よ
る
東
海
地
震
の

見
解
に
は
、ポ
イ
ン
ト
が
二
点
あ
り

ま
す
。一
点
目
は
、東
海
地
震
は
東

南
海
地
震
と
区
別
し
て
捉
え
る
も

の
で
は
な
く
、 「
三
重
県
沖
か
ら

遠
州
沖
、さ
ら
に
駿
河
湾
内
に

至
る
区
域
を
一
つ
に
括
る
地

震
」 

と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
点
で
す
。す
な
わ
ち
、三
重

県
沖
か
ら
遠
州
沖
、さ
ら
に
駿
河

湾
内
に
か
け
て
同
じ
よ
う
に
プ

レ
ー
ト
は
滑
り
込
ん
で
い
る
も
の

の
、三
重
県
沖
か
ら
遠
州
沖
に
か

け
て
は
１
０
０
年
周
期
で
応
力
が

臨
界
に
達
し
て
地
震
が
発
生
す
る

一
方
、駿
河
湾
内
で
は
２
０
０
年

周
期
で
応
力
が
臨
界
に
達
し
て
地

東
海
地
震
の
捉
え
方
と

発
生
時
期

震
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
た
め
、一
般
的
に
は
、三

重
県
沖
か
ら
遠
州
沖
の
東
南
海
地

震
と
駿
河
湾
内
の
東
海
地
震
は
連

動
し
て
起
き
る
も
の
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

二
点
目
は
、東
海
地
震
の
発
生

時
期
に
つ
い
て
、１
９
４
４
年
の

東
南
海
地
震
と
の
関
係
か
ら

２
０
３
４
年
、ま
た
、近
畿
地
方
内

陸
直
下
型
地
震
で
あ
る
阪
神
・
淡

路
大
震
災
と
の
関
係
か
ら

２
０
３
５
年
と
極
め
て
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
で
指
摘
し
て
い
る
点
で
す
。

津
波
対
策
の
正
念
場

　
「
吉
田
町
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
土
台
に
し
て
強
力
に
推
し

進
め
て
き
た 

「
津
波
防
災
ま
ち
づ

く
り
」 

は
、
直
接
的
な
対
策
と

し
て
、
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
、
避

難
道
路
の
整
備
、そ
し
て
海
岸
防

潮
堤
の
築
造
と
一
歩
ず
つ
着
実
に

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

町
の
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
は
、

「
町
民
の
皆
さ
ま
の
人
命
と
財
産
を

守
り
、
当
町
に
お
け
る
企
業
の
生
産

活
動
の
継
続
を
保
障
す
る
防
災
を

第
一
義
と
す
る
。」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
掲
げ
、ま
ず
は
、
正
面
の
防
御

と
し
て
、川
尻
海
岸
防
潮
堤
と
住
吉

海
岸
防
潮
堤
の
築
造
、
そ
し
て
吉
田

漁
港
の
Ｌ
２
津
波
対
策
工
事
、
併

せ
て
側
面
の
防
御
と
し
て
、一
級
河

川
「
大
井
川
」 

と
二
級
河
川 

「
坂

口
谷
川
」 

に
お
け
る
津
波
の
遡
上

対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

川
尻
海
岸
防
潮
堤
の
築
造
は

２
０
２
２
年
に
完
成
。住
吉
海
岸

防
潮
堤
の
築
造
は
２
０
２
５
年
末

か
ら
始
ま
り
、
２
０
３
０
年
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

川
尻
海
岸
と
住
吉
海
岸
の
防
潮

堤
が
完
成
し
た
と
し
て
も
、
当
町

の
海
岸
に
押
し
寄
せ
る
大
津
波
は

吉
田
漁
港
の
胸
壁
を
越
え
て
同
心

円
状
に
広
が
る
よ
う
に
浸
水
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
吉
田
漁

港
の
Ｌ
２
津
波
対
策
工
事
が
完
成

し
て
初
め
て
、町
の
正
面
に
押
し
寄

せ
る
大
津
波
を
海
岸
で
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

吉
田
漁
港
で
、Ｌ
２
津
波
対
策
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、駿

河
湾
か
ら
日
向
灘
、す
な
わ
ち
宮
崎

県
沖
に
至
る
、太
平
洋
に
面
し
た
地

域
に
設
け
ら
れ
た
多
く
の
漁
港
や

港
湾
の
中
で
、日
本
で
最
初
の
取
り

組
み
に
な
る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
、
２
０
３
４
年
あ
る
い
は

２
０
３
５
年
を
東
海
地
震
の
発
生

時
期
の
目
安
と
し
て
、
津
波
防
災

ま
ち
づ
く
り
を
強
力
に
推
し
進
め

て
き
ま
し
た
。
住
吉
海
岸
防
潮
堤

の
築
造
と
吉
田
漁
港
の
Ｌ
２
津
波

対
策
工
事
を
こ
の
10
年
と
い
う
期

間
で
目
途
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ま
さ
に
「
胸
突
き
八
丁
」
に

差
し
掛
か
り
、
正
念
場
を
迎
え
た

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

吉
田
漁
港
の

Ｌ
２
津
波
対
策
工
事

　

下
図
に
示
す
よ
う
に
、
吉
田
漁

港
の
Ｌ
２
津
波
対
策
は
、
防
潮
堤

（
盛
り
土
）
の
整
備
、
鋼
管
杭
の

打
設
、
胸
壁
と
陸
閘
の
か
さ
上
げ
、

改
修
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
津
波
防
災
ま
ち
づ

く
り
を
段
階
的
に
捉
え
れ
ば
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
住
吉
海
岸
防

潮
堤
の
築
造
を
進
め
な
が
ら
、
吉

田
漁
港
の
Ｌ
２
津
波
対
策
工
事
計

画
に
つ
い
て
農
林
水
産
省
の
許
可

を
受
け
る
と
と
も
に
、
現
時
点
に

お
い
て
概
算
で
約
60
億
円
（
漁
協

施
設
の
移
転
費
含
ま
ず
）
と
見
積

も
ら
れ
る
工
事
費
用
の
財
源
手
当

て
に
目
途
を
付
け
、
２
０
３
５
年

ま
で
に
対
策
工
事
の
完
成
を
目
指

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

137

津波防災まちづくり、
胸突き八丁へ

『東海地震とは三重県沖から遠州沖、さらに駿河湾内に及ぶものであり、およそ100
年間隔で起きるものと考えるべきである。
　つまり、1854年の安政東海地震型の東海地震が起きるものと考えるべきであり、
1944年の東南海地震は安政東海地震型の最後のものであった。そうであれば、次の東
海地震は1944年＋100年=2044年に発生となるが、1944年の東南海地震が小粒であった
ので、発生間隔が縮まる可能性がある。発生間隔が100年から90年に縮まるとすれば、
1944年＋90年=2034年ごろとなる。また、東海・南海地震（親分）には近畿地方内陸
直下型地震という子分たちがおり、子分のトップバッターが出てから約40年後に親分
が出てくる。1995年の兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）が子分のトップバッター
であり、1995年＋40年=2035年となる。』 

住吉海岸防潮堤から連続した
盛り土構造で整備

漁船が安全に航行できる幅を確
保した位置まで鋼管杭の打設に
より整備

胸壁・陸閘についてはかさ上げ、
改修により整備

1

1 2 3

2

3

イメージ図 イメージ図 現況写真　胸壁・陸閘

広報よしだ◎2026／７月15 広報よしだ◎2026／７月 14

胸壁 胸壁陸閘



▲�搬出手順を確認しながら素早く安全に大型
トラックに工作物を積み込む様子

▲�子どもが出展した似顔絵の作品を、家族で
楽しそうに鑑賞する様子

大井川河川敷で搬出訓練
水期に備え迅速に搬出 管理体制を再確認出

　町は町内の建設関連業者で構成する吉田町災害復旧支援会の協力の
下、５月 20 日に大井川河川敷地で占用許可工作物の搬出訓練を実施しま
した。大井川河川敷に設置している工作物は、定期的な点検や適正な管
理を行うことを条件に国土交通省から占用が許可されており、大井川が
一定の水位を超えた場合に工作物を安全な場所へ円滑に搬出するため、
出水期前に毎年訓練を行っています。当日は、静岡河川事務所職員の立
会いの下、高島スポーツ広場に設置されているバックネットやサッカー 
ゴールを大型トラックに手際よく積み込み、搬出手順を確認しました。

第26回片岡区ふれあい文化展
彩な作品と交流で広がる地域の輪多

　片岡区自治会は６月21日、片岡会館で「第 26 回片岡区ふれあい文
化展」を開きました。盆栽や華道、手工芸など 18 部門 314 点もの作
品が会場に展示されたほか、お茶席やお汁粉試食会、抽選会が行われ
ました。当日は町内外から計 501 人が来場し、出展者との会話を弾ま
せながら交流を楽しんでいました。伊

い

吹
ぶき

雅
まさ

夫
お

会長は「今年は隣組・町
内会の加入について相談できるコーナーを設けました。文化展を通じ
て地域の活動への関心が高まり、地域交流の輪と町内会加入の促進に
つながればうれしいです」と話していました。

地域通学合宿 「自彊わくわく宿」
学年と学ぶ共同生活異

自彊小学校の４～６年生 29 人の児童が親
元を離れ、異学年の仲間と共同生活をしなが
ら学校に通う「自彊わくわく宿」が６月４日
～６日の３日間、長源寺で開かれました。１
日目の夜はグループに分かれ、スタッフと一
緒にレクリエーションを行い親睦を深めま
した。２日目はホテルの大浴場で入浴後、長
源寺に帰って、カレー作り。夜には毎年恒例
の自彊わくわく劇団による演劇が行われ、参
加した６年生が協力して演劇を披露しまし
た。３日目は朝から長源寺本堂で座禅体験。
慣れない姿勢に苦労しながらも、呼吸を整え
ていました。朝食後には、チャレンジ教室で
も活躍する松下さんを講師に招いて、理科講
座を開催し、児童たちは、重さや材質を比べ、
身の回りのものが水に浮くか沈むかを予想
しながら実験に取り組みました。

１座禅体験をしてみんなで集合写真　２地域ボランティア
と楽しくカレーづくり　３スタッフの考えた劇に挑戦！�
４スタッフと参加している児童みんなで下校　5浮くか
な！沈むかな！理科科学実験

1

3

5

2

4

　児童たちに税の意義や役割を正しく理解してもらおうと租税教室が
６月 24 日、住吉小学校で開かれました。６年生 61 人がクイズやアニメ
の視聴を通じて税金の仕組みや使い道を学び、住吉小の建築費を問うク
イズの場面では、答えを知った児童たちから驚きの歓声があがりました。
教室の後半では、児童たちがレプリカを持って１億円分の札束の重さを
体験。 「思っていたより重い」などと楽しそうに話していました。増

ます

田
だ

咲
さ

菜
な

さんは、「税金がない世界は大変。税金を払うから自分の生活が楽
になっていることがわかった」と学んだことを振り返っていました。

住吉小学校で租税教室
金ってなに？税の仕組みや大切さを学ぶ税

　ごみ減量とリサイクルへの意識を高める啓発活動の一環として、町は
６月 13 日、北区自彊館で古紙交換会を開きました。交換会はリサイク
ル業者の協力で行われ、地元住民約 40 人が来場。普段捨ててしまいが
ちな雑紙類や牛乳パックなど約 500㌔の古紙が持ち込まれ、トイレット
ペーパーと交換しました。来場者を対象に聞き取りアンケート調査を実
施したところ、日頃の処分先について「近隣店舗の常設しているコンテ
ナに出している」「資源回収に出している」といった声があり、地域のリ
サイクル意識の高さがうかがえました。

北区自彊館で古紙交換会を開催
紙や牛乳パックを回収 リサイクル意識の向上へ雑

▲�レプリカの一億円分の札束を持ち、重さ（約
10㌔）を体験する児童たち

▲�持ち込まれた雑紙類の重さを量り、トイ
レットペーパーと交換する様子

▲�物語の世界に引き込まれ、自然と笑顔がこ
ぼれる児童たち

▲�田村町長から河原崎さんに自衛隊募集相談
員の委嘱状を交付

大学教授による絵本の読み聞かせ
本の世界を楽しみながら想像力を育む絵

　中央小学校で６月 19 日、鳴門教育大学大学院の余
よ

郷
ごう

裕
ゆう

次
じ

教授による
大型絵本の読み聞かせが行われました。大型絵本や読み聞かせの魅力に
触れることで、想像力や感性を豊かにすることを目的として企画。読
み聞かせが始まると、児童たちは物語の世界に引き込まれ、夢中になっ
て絵本を楽しんでいました。中には、物語に合わせて体を動かしたり、
教授と一緒に読んだりする児童も見られ、ページがめくられるたびに
自然と笑顔がこぼれていました。教職員にとっても、絵本の魅力を再
確認したり、読み聞かせの技法を学んだりする良い機会となりました。

町自衛官募集相談員委嘱状交付式
衛隊の認知度向上目指し気持ち新たに自

　自衛官募集相談員委嘱状交付式が 6 月 17 日に開かれ、田村町長と自
衛隊静岡地方協力本部糸

いと

賀
が

正
まさ

彦
ひこ

本部長から河
かわ

原
ら

崎
さき

亨
とおる

さん（住吉）に委嘱
状が手渡されました。河原崎さんは、自衛官募集の広報業務などを支援
する任期２年の相談員として平成 28 年から活躍。糸賀本部長は「自衛隊
としても地域に密着して活動いただく相談員の支援に頼るところも大き
い。相談に乗る中で疑問などがあれば言ってほしい」、田村町長は「自衛
隊の世界は一般の人に分かりにくいところがあるので、安心感を持って
応募できるよう相談に乗ってあげてほしい」と激励の言葉を述べました。
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案
内

停電・感電災害防止の
ため台風対策に協力を

　強風によりビニールシートや
看板が飛来すると、電柱や電線
に引っかかり、停電の原因とな
ります。台風接近前には、不要
なビニールシートを片付けたり、
老朽化した看板を撤去するなど
の台風対策をしてください。
問合先　中部電力パワーグリット㈱
　　　　ネットワークコールセンター
　　　　 0120－985－232

案
内

ひとり親家庭のため
の出張個別相談会

対 象　�ひとり親家庭の人、子
どもがいて離婚を考え
ている人

日 時①８月14日㈮
　　　②８月18日㈫
場 所　�さざんかまたは静岡市

役所清水庁舎
問合先　ひとり親サポート
　　　　センター
　　　　 054－254－1191

ワンストップ相談窓口　生活の困りごと相談してください 重症心身障害児（者）相談
在宅子育ての不安や悩みに
ついて相談できます。
相談日　毎月第3水曜日
時　間　10：00～12：00
場　所　役場１階相談室
※相談がある人は予約してください。
問合先　相談員　金子
　　　　 090－7308－7900

子どもの相談室 知的障害者相談 心の病相談 子育て相談
相談日　毎週火～金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　8：30～16：30
　　　　（水・木曜日は12:00まで）
場　所　役場５階相談室
※相談がある人は予約してください。
問合先　学校教育課
　　　　 33－2151

相談日　８月４日㈫
時　間　13：30～15：30
場　所　�はぁとふる１階
※相談がある人は予約してください。
問合先　相談員 藤田
　　　　 ０９０－７６８９－２３３３
　　　　  相談員 芝
　　　　 32－3065

相談日　毎週土・日曜日
時　間　9：00～17：00
※�相談がある人は電話で予
約してください。予約を
受け付けた後、相談場所
を連絡します。

問合先　相談員 宮本
　　　　 090－8955－0360 

子育てに関する相談を随時
受け付けています。
相談日　毎週月～土曜日
　　　　第３日曜日（祝日除く）
時　間　９：00～16：00
場　所　子育て支援センター
問合先　子育て支援センター
　　　　 28－7034

心配ごと相談 司法書士権利擁護相談  無料法律相談 日曜開庁実施日
相談日　８月12日㈬・26日㈬
時　間　13：30～16：00
　　　　（受付は15：30まで）
場　所　健康福祉センター
　　　　はぁとふる１階
　　　　ミーティングルーム
問合先　社会福祉協議会
　　　　 34－1800

成年後見制度や相続など
相談日　８月19日㈬
時　間　13：30~16：30
場　所　�健康福祉センター
	 はぁとふる１階相談室
※1週間前までに予約してください。
問合先　社会福祉協議会
　　　　 34－1800

トラブルや法律問題などにつ
いて弁護士に相談できます。
相談日　８月５日㈬・19日㈬
時　間　13：30～16：30
場　所　�役場２階会議室
相談時間　１人30分間
※相談がある人は予約してください。
問合先　総務課 33－2131

�窓口業務を中心に78業務を
実施しています。
開庁日　８月２日㈰・９日㈰
　　　　16日㈰・23日㈰・30日㈰
�時　間　８：15～12：00
　　　　13：00～17：00
問合先　総務課
　　　　 33－2132

建物の無料相談 消費生活相談 高齢者相談 無料税務相談
相談日　８月２日㈰・９日㈰
　　　　　　　 23日㈰・30日㈰
時　間　10：00～12：00
場　所　中央公民館２階
　　　　IT 講習室
※相談がある人は予約してください。
問合先　都市環境課
　　　　 33－2161

消費生活相談員による相談
相談日　毎週火・金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　９：00～16：00
場　所　役場６階産業課
上記以外でも随時受け付けてい
ます。事前に連絡してください。
問合先　産業課 33－2122

介護予防、認知症、虐待など
相談日　毎週月～金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　８：15～17：00
場　所　健康福祉センター
	 はぁとふる２階
問合先　地域包括支援センター
　　　　 33－2323

相続税、土地取得税、贈与税など
税全般について相談できます。
相談日　８月19日㈬
時　間　13：30～15：30
場　所　役場２階会議室
※相談のある人は予約してください。
問合先　東海税理士会島田支部
　　　　 0547－37ー6575

創業支援相談 創業無料相談「よしサポ」 一般廃棄物最終処分場（エボ池）休日搬入日 清掃センター・リサイクルセンター休日搬入日
創業支援ネットワーク事業
は相談から創業実現までき
め細やかにサポートします。
相談日　月～金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　９：00～16：00
場　所　役場６階産業課
問合先　産業課 33－2122

創業（経営も可）について専
門相談員に相談できます。
相談日　８月７日㈮
時　間　９：30～15：30
場　所　北オアシスパーク
※相談がある人は予約してください。
問合先　まちづくり公社
　　　　 33－2700

搬入日　８月９日㈰・23日㈰
時　間　13：30～14：30
※�搬入する場合は月～金曜
日（祝日除く）に事前予約
してください（搬入物の
写真、車両番号が必要）。

問合先　都市環境課
　　　　 33－2102

搬入日　８月１日㈯・９日㈰
　　　　　　15日㈯・23日㈰
土曜日　８：30～12：00
日曜日　８：30～12：00
　　　　13：00～15：00
※受付で身分証を提示してください。
問合先　清掃センター
　　　　 24－0530

　役場１階の福祉課窓口では、生
活困窮やひきこもり、8050問題な
どさまざまな生活の困りごとの相談
に応じる「ワンストップ相談窓口」
を設けています。どこに相談したら
いいかわからない悩みを抱えてい
る場合は悩まず、相談してください。

相談日時　月～金曜日　８:15～17:00
※�ワンストップ相談はメールでも受け付けています。
受付時間内に窓口に行くことができない場合など
にぜひ利用してください。

問合先　福祉課社会福祉部門
　　　　 33－2104
　　　　 fukushi@town.yoshida.shizuoka.jp

案
内

「介護予防体操inはぁと
ふる」は平日毎日開催

日　時　�月～金曜日（祝日除く）
14：00～（15分程度）

場　所　はぁとふる１階壁画前
▶飯田講師の指導日
　７月24日㈮
▶山田講師の指導日
　８月４日㈫
※参加費無料、予約は不要です。
問合先　福祉課高齢者福祉部門
　　　　 33－2105

募
集

下水道いろいろコン
クール作品を募集

募集部門①�絵画・ポスター部門
　　　　（小中学生）
　　　②書道部門（小中学生）
　　　③作文部門（小中学生）
　　　④新聞部門（小中学生）
　　　⑤標語部門（制限なし）
提出期限　９月30日㈬※消印有効
　　　※�作品は日本下水道協会

に提出してください。
　　　※作品は返却されません。
入賞通知　令和９年２月上旬予定
問合先　日本水道新聞社
　　　　 03－3264－6724

案
内

児童手当を
支給します

対 象　�７月末現在の児童手当
受給者

支 給　令和８年６月～７月分
振込日　８月10日㈪
※�児童手当申請時から、口座名義
（苗字） を変更した人、口座が使
用できなくなっている人は、振り
込み可能な口座の通帳または
カード （ゆうちょ銀行は通帳の
み）を持参し、役場５階こども未
来課窓口で手続きをしてください。

問合先　こども未来課児童福祉部門
　　　　 33－2153

募
集

福祉の仕事を体
験してみませんか

　福祉施設での現場体験を通し
て福祉の仕事に対する理解を深
めながら、その魅力を実感する
ことができます。
内 容　�利用者との交流や食事

や入浴の介助、各作業
補助などを体験。

対　象　中学生以上
体験先　県内福祉施設
体験日数　原則３日〜10日
問合先　�静岡県社会福祉人材センター
　　　　 054－271－2110

募
集

県立工科短期大学校
令和９年度入学生募集

　本校は、県内ものづくり産業
への就職を目指す人の資格取得
や就職をサポートしています。

【第１回選抜試験】
（事業主推薦、学校長推薦）
対　象　高校３年生ほか
出願期間　９月16日㈬～30日㈬
試験日　10月10日㈯
試験科目　面接
合格発表　10月21日㈬
問合先　県立工科短期大学校
　　　　静岡キャンパス
　　　　 054－345－2032

募
集

防衛省採用試験案内
自衛官を募集します

７月からの募集は以下の通りです。
【一般曹候補生】
　自衛隊の中堅陸・海・空曹を目
指すコースです。
受付期限　９月１日㈫
第１次試験　９月16日㈬～27日㈰

【航空学生】
　海上自衛隊及び航空自衛隊の
パイロットを養成するコ－スです。
受付期限　８月28日㈮
第１次試験　�９月19日㈯、26日㈯
問合先　自衛隊藤枝地域事務所
　　　　 054－643－6391

募
集

生涯学習教室（後期）
の講師を募集します

　意欲と資質のある 18 歳以上
の人なら、特別な資格は不要で
す。趣味や習い事など自分の特
技を生かし、多くの人が生涯学
習に取り組む機会を提供しませ
んか。興味のある人はぜひ相談
してください。
期 間　11月～３月
実施回数　１講座につき10 回
応募締切　８月 7 日㈮　17：00
問合先　中央公民館
　　　　 32－3121

出 演　柳家小太郎
日 時　７月26日㈰
　　　　開場14：00　開演14：30
入場料　前売券2,000円
　　　　当日券2,200円
会 場　石雲院（牧之原坂口1251）
販 売　佐藤事務所 22－0063
　　　　㈲ヤママス 29－0012
　　　　松林堂 29－0515
　　　　㈱ヤマショウ水産
　　　　 32－0832
問合先　よしだまきのはら噺の会
　　　　 22－0063（佐藤）

　普段仕事や育児に忙しくて仕
事の悩みを相談できないひとり
親の人のため、ハローワーク島
田が出張相談を行います。
対 象　児童扶養手当を受給中の人
日 時　８月５日㈬
　　　　10時～12時
　　　※１人30分
場 所　吉田町役場５階会議室２
参加費　無料
問合先　ハローワーク島田
　　　　 0547－36－8609

案
内

よしだ・まきのはら寄席
（落語）を開催します

案
内

ひとり親向けの就労
相談会を開催します

広報よしだ◎2026／７月 18
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入札結果
入 札 結 果 を 公 表 し ま す 予定価格・落札価格は消費税込み

令和８年６月22日執行 

指名競争入札
▪水道施設更新工事設計業
務委託
入札参加　９社
指名業者　�㈱大場上下水道

設計
予定価格　14,256,000円
落札価格　13,805,000円
落 札 率　96.84％
▪吉田町都市計画基礎調査
業務委託
指名参加　６社
落札業者　�㈱フジヤマ島田

営業所
予定価格　6,655,000円
落札価格　6,325,000円
落 札 率　95.04％
▪第11次高齢者保健福祉計
画・第10期介護保険事業
計画策定業務委託
指名参加　５社

落札業者　�㈱サーベイリ
サーチセンター
静岡事務所

予定価格　3,960,000円
落札価格　2,569,600円
落 札 率　64.89％
▪吉田町地域福祉計画・地
域福祉活動計画策定基礎
調査業務委託
指名参加　５社
落札業者　�Next-i ㈱名古屋

支店
予定価格　2,266,000円
落札価格　1,540,000円
落 札 率　67.96％
▪吉田町立小中学校空調設
備保守点検業務
指名参加　５社
落札業者　�㈱ハローG
予定価格　9,108,000円
落札価格　3,278,000円
落 札 率　35.99％
▪吉田町立小中学校電子黒

板購入
指名参加　６社
落札業者　�㈱オカムラ榛南

営業所
予定価格　4,461,600円
落札価格　3,973,200円
落 札 率　89.05％
▪吉田町総合体育館空調設
備保守点検業務
指名参加　５社
落札業者　㈱ハローG
予定価格　3,724,600円
落札価格　1,430,000円
落 札 率　38.39％
▪児童厚生施設等改修工事
実施設計業務委託
指名参加　８社
落札業者　�エイエイチ設計
予定価格　10,516,000円
落札価格　8,261,000円
落 札 率　78.56％
▪吉田町会議用端末賃貸借
指名参加　５社

落札業者　�㈱オカムラ榛南
営業所

予定価格　100,760円
落札価格　87,340円
落 札 率　86.68％
令和８年６月22日執行 

制限付き一般競争入札
▪吉田町水道施設設備更新
工事
入札参加　１社
落札業者　�㈱伊東工業所
予定価格　74,910,000円
落札価格　71,500,000円
落 札 率　95.45％
▪堤内3号線舗装修繕工事
入札参加　２社
落札業者　�曽根工業㈱
予定価格　8,877,000円
落札価格　8,580,000円
落 札 率　96.65％

は
・

た
・

ら
・

く
・

を楽しく学ぼう！
夏休みの自由研究・工作体験

職業体験型のイベント「伝」を開催します。町内の工場、金融機関、消防署な
ど 27事業所が参加し、それぞれの事業所で仕事体験や工作などが楽しめます。
町防災課と企画課が北オアシスパーク（防災公園）と小山城前チャレンジ
ショップ&カフェに出展。ちいさな理科館でも滑車を使った実験やペンダン
トづくりなどを実施します。地元の事業所の仕事の魅力や伝統、技術を学んで
みませんか。事前申込は不要。当日そのまま各事業所にGO! 詳細は
Instagramを確認してください。
問伝 実行委員会　 080－3409－2688（長谷川）

はたらくってカッコいいはたらくってカッコいい

7.25 土

2026

9:00  15:00
雨天決行

※ただし警報が2つ以上出た場合中止
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文

月

新鮮な野菜や地場産品の販売、
フリーマーケットもあります。

８月２日
9：00～

小山城売店前駐車場

※生年月日順（敬称略）

※その他の増減ー３

令和８年６月30日現在
住民基本台帳人口28,721人
� （前月比 +21人）
� 男 14,354人　女 14,367人
※内外国人� 人口 2,864人
� 男 1,324人　女 1,540人
世帯数� 12,640戸（前月比+38戸）
組　数� 512組（前月比±０組）
出生     13人　　　死亡  25人
転入   116人　　　転出  81人
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の
み
を
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載
し
て
い
ま
す
。

※その他の増減−２

しらすのまどぐち情報
（小山城売店）
町内しらす加工会社の商品
をはじめ、町の特産品やよし
吉グッズを販売しています。

募
集

8月の講座
「ちいさな理科館講座」の受講者を募集します

開催日 講座名 時　間
１日㈯ １０円玉をピカピカにしよう！ 13：00～14：15、14：45～16：00
２日㈰ 親子のプログラミング講座 ※4～6年生対象 13：00～14：15
８日㈯ 映写会 偉人伝 『湯川秀樹』『アルキメデス』 13：00～14：30
８日㈯ 500ml水ロケットをつくろう 14：45～16：00

９日㈰『ちいさな理科館の日』水ロケット飛ばし､ 館内でスピンボール遊びなど 13：30～16：00

10日㈪ 土の中にはどんな動物が生活しているのか
な？ ※３～６年生＆中学生対象 13：00～14：15、14：45～16：00

11日㈫ ハマグリの解剖実験 13：00～14：15、14：45～16：00

12日㈬ ピンホールカメラをつくって外の景色
を撮影してみよう 13：00～14：15、14：45～16：00

15日㈯ 自由研究相談会 13：00～15：00
22日㈯ ちりめんモンスターを見つけよう 13：00～14：15、14：45～16：00
29日㈯ 植物の葉と根のはたらきを確認しよう 13：00～14：15、14：45～16：00
30日㈰ ペットボトルの噴水をつくろう！ 13：00～14：15、14：45～16：00
対　象　小学生以上
参加費　100円
申込方法　�①希望講座②学校名③学年④氏名⑤住所・電話番号⑥保護者

氏名を電話または同館窓口で直接申し込んでください。
申込時間　12:00～17:00（木・金・第３火曜日を除く）
問合先　ちいさな理科館　 34－5533

７月の納税
国民健康保険税	 第１期
固 定 資 産 税� 第２期都 市 計 画 税
７月31日㈮までに納めてください

※入札結果は町のホームページ（http://www.town.yoshida.shizuoka.jp）に掲載しています。
問合先　財政管理課契約管理部門　 33－2133

伝公式マスコットキャラクター
「デンちゃん」

吉田カムカム補助金対象事業
※本イベントは国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用しています。

イベント情報
小山城前チャレンジショップ＆カフェ

願い事を書いて、
竹あかりを一緒に飾ろう！

８月７日17：00 〜 20：30
小山城売店前駐車場

ちいさな竹あかり点灯イベント
を開催します。短冊に願い事を
書いて飾り、やさしい灯りにつ
つまれた空間を楽しめます。

●夏期限定！
　かき氷も販売
　しています。
運営事業者 Instagram▶

TOMO STREET COFFEE
運営事業者

2回実施
2回実施

2回実施

無料

無料

無料
2回実施

2回実施
2回実施
2回実施

INFORMATION
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い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
こ
こ
数

年
、
夏
の
平
均
気
温
は
統
計
史
上
最

高
記
録
を
更
新
し
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
地
形
と
い
う

事
も
あ
り
、
気
温
の
上
昇
に
伴
い
湿

度
も
高
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。
厳

し
い
夏
の
暑
さ
を
少
し
で
も
快
適
に
、

健
や
か
に
過
ご
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
本
を
集
め
ま
し
た
。

◎
今
月
の
お
す
す
め
本

『
猛
暑
対
策
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

藤ふ

井じ
い
直な
お
人と 

著
／
小
学
館

　

正
し
い
対
策
の
た
め
に
は
体
温
調

節
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
。
朝
昼
夜
の
生
活
サ
イ
ク
ル
、
衣

食
住
な
ど
項
目
別
に
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
た
猛
暑
対
策
に
つ
い
て
解
説
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
や
子
ど
も
、
ペ
ッ

ト
な
ど
、
周
囲
を
守
る
た
め
に
身
に

着
け
て
お
き
た
い
知
識
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

『
汗
っ
か
き・
多
汗
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で

　
　
　
悩
ん
だ
ら
最
初
に
読
む
本
』

山や
ま

城し
ろ

絵え

里り 

著
／
す
ば
る
舎

　

汗
に
関
す
る
悩
み
、
一
人
で
抱
え

込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
日
常
生
活
だ

け
で
な
く
、
進
路
や
就
職
へ
の
影
響
、

皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が
る
こ
と
も
あ

る
な
ど
、
実
は
と
て
も
深
刻
な
問
題

で
す
。
日
頃
か
ら
で
き
る
対
策
の
ほ
か
、

多
汗
症
治
療
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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著
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夏
野
菜
に
は
体
の
熱
を
と
り
、
潤

い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
な
ど
、
身

体
に
嬉
し
い
効
能
が
あ
り
ま
す
。
本

書
で
は
、
夏
野
菜
を
中
心
に
、
肉
や

魚
介
な
ど
の
食
材
を
加
え
、
た
ん
ぱ

く
質
も
し
っ
か
り
摂
取
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
。
夏
バ
テ
気
味
で
も

食
べ
や
す
い
、
栄
養
満
点
の
ス
ー
プ

で
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

◎
映
画
会
の
お
知
ら
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８
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９
日
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さ
敏と
し
ほ
か

　

敗
戦
の
色
濃
い
昭
和
20
年・
春
。両

親
を
失
っ
た
ば
か
り
の
娘・紙
屋
悦

子
は
、鹿
児
島
の
田
舎
町
で
兄
と
そ

の
妻
の
３
人
で
、慎
ま
し
い
毎
日
を
お

く
っ
て
い
た
。あ
る
日
、悦
子
に
見
合

い
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。数
日
後
、悦

子
は
衝
撃
的
な
事
実
を
知
ら
さ
れ
た
。

※�

作
品
内
容
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
解
説
か
ら
引
用

344

※日程や開催内容について変更する場合があります。最新の情報は図書館に問い合わせてください。

問い合わせ　図書館　 33－3434　 33－2300　　ＵＲＬ　https://www.lib.yoshida.shizuoka.jp/

８月

●は休館日　開館　月～木曜日10：00～18：30
　　　　　　時間　土・日・祝日９：30～17：30

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 ❼ 8
9 10 11 12 13 ⓮ 15
16 17 ⓲ 19 20 � 22
23 24 25 26 27 � 29
30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 ❸ 4

5 6 7 8 9 ❿ 11
12 13 14 15 16 ⓱ 18
19 20 � 22 23 � 25
26 27 28 29 30 �

７月

こ
れ
で
安
心
、
夏
対
策
！

◎交流ストリート
　（１階交流ストリート）
①�「色鉛筆・ボールペンなどで描い
た作品の展示」

　（2階交流ストリート）
②榛南平和の会「平和展」
　8月1日㈯～15日㈯
※最終日①・②は15:00まで展示します。

◎２階おはなし室
おはなし会
（赤ちゃん向け）10：30～10：45
７月15日㈬・
８月５日㈬・19日㈬
（幼児・小学生向け）11：00～11：15
７月19日㈰・
８月２日㈰・16日㈰

◆オトナも楽しめる子ども映画会
「ギョギョっとサカナ★スター選手権」
日時　7月26日㈰10：00～
対象　3歳～小学生（先着99席）
　　※10歳以下は保護者同伴
◆マイ・サマーリースをつくってみよう
日時　8月9日㈰
　　①10：30～②14：30～（1時間）
場所　1階ワークルーム
定員　各回5組
対象　小学生以下
　　　�いずれも事前申込不要、

当日会場まで

夏休みは図書館に行こう！

　

子
ど
も
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す

く
、
友
人
関
係
や
勉
強
、
習
い
事
で

の
悩
み
な
ど
、
大
人
に
は
些
細
に
思

え
る
こ
と
で
も
、
子
ど
も
は
大
き
な

負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
の
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
に
気
づ

く
た
め
に
は
、
普
段
の
様
子
を
よ
く

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
つ

も
と
少
し
違
う
様
子
が
見
ら
れ
た
と

き
は
、
注
意
し
て
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
様
子
が
続
い
て
い
ま
せ
ん
か

　

子
ど
も
が
突
然
乱
暴
に
な
っ
た

り
、
学
校
で
の
出
来
事
を
話
さ
な
く

な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
気
に
な
る
変

化
が
見
ら
れ
る
と
き
は
、
心
が
疲
れ

て
い
る
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ
な
い
、
眠
れ

て
い
な
い
、
表
情
が
暗
い
、
イ
ラ
イ

ラ
し
て
い
る
、
言
葉
遣
い
が
荒
い
な

ど
の
変
化
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。

ホ
ッ
と
す
る
時
間
を
つ
く
ろ
う

　

子
ど
も
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、

心
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。ま
ず
は
、

十
分
な
睡
眠
が
と
れ
て
い
る
か
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
が

睡
眠
を
妨
げ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、勉
強
や
習
い
事
に
つ
い

て
、子
ど
も
に
や
る
気
が
見
ら
れ
な
い

と
き
は
、
無
理
を
さ
せ
ず
、
休
む
時

間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て
、

子
ど
も
が
好
き
な
こ
と
を
一
緒
に
楽

し
ん
だ
り
、
料
理
を
し
た
り
す
る
な

ど
過
ご
す
時
間
も
大
切
で
す
。
親
子

で
ほ
っ
と
で
き
る
過
ご
し
方
を
共
有

し
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
時
間
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
寄
り
添
う

　
つ
ら
い
気
持
ち
を
人
に
伝
え
る
こ

と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
勇

気
が
必
要
で
す
。
理
由
を
急
い
で
聞

い
た
り
、
す
ぐ
に
解
決
策
を
探
し
た

り
せ
ず
、
ま
ず
子
ど
も
の
話
に
耳
を

傾
け
、
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
一
緒
に
考
え
て
く
れ

る
家
族
や
周
囲
の
人
の
存
在
は
、
子

ど
も
に
と
っ
て
大
き
な
支
え
に
な
り

ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
ご

と
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。助
産
師
や
保
健
師
が
対
応
し
、

一
人
一
人
に
合
っ
た
方
法
を
一
緒
に

考
え
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
心
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら

乳幼児の健診・
健康相談のご案内
母子健康手帳交付

毎週月曜日
８：15～16：15

健康づくり課 32－7000

肝炎ウイルス相談・検査、エイズ
検査、骨髄ドナー登録受付

中部保健所（予約制）
054－644－9273

町民健康相談
８月３日㈪ ９：30～11：00

よりよい健康づくりのため保健師や
管理栄養士が個別相談に応じます。

健康づくり課 32－7000

不妊・不育相談

専門家による電話、面接相談（予約制）
毎週火曜　　 10：00～19：00
毎週木・土曜　10：00～15：00
県不妊・不育専門相談センター

080－3636－3229

２日㈰ 田形内科医院
52－5320　内・小・心内・リハ

さかい耳鼻咽喉科医院
34－1818　耳

９日㈰ あかほりクリニック
52－5555　産婦・女内・内・小

かわしりこどもクリニック
33－0555　小

11日㈫ 堀口外科医院
52－5858　外・呼・胃・肛・整

こどもクリニックおおかわ小児科
32－6789　小

16日㈰ サガラ眼科
53－2222　眼

藤本クリニック
24－1200　内・循

23日㈰ 酒井内科医院
55－1100　内・消

玉井整形外科医院
28－6667　整

30日㈰ 渥美医院
52－0583　内・小・循・胃

千内科クリニック
34－1001　内・糖内

   ８月の休診日当番医 診療時間　９：00 ～ 17：00
※その日の診察状況により変わることがあります。

志太・榛原地域救急医療センター
入院を要しない夜間の救急（初
期救急）に対応しています。必ず
事前に電話で問い合わせてか
ら保険証や各種受給者証、お薬
手帳を持参し受診してください。

診療時間
月～金　19：30～22：00
土・日　１９：３０～翌朝7：00	
診療内容
内科・小児科

054－644－0099

変更になる場合があ
りますので医療情報
ネット（ナビイ）で確
認してく
ださい。

広報よしだ◎2026／７月23 広報よしだ◎2026／７月 22

保 健 だ よ り 問い合わせ
　健康づくり課（保健センター）　 32－7000



 

▲ 応募はコチラ応募はコチラ

７

▶�町内在住で８月に１歳～３歳（令和５・６・７年の各８月生まれ）の誕生日を迎える
お子さんを９人募集します。二次元コードから応募してください。なお応募多数の
場合は抽選となります（掲載されたことがないお子さんを優先して掲載します）。
※抽選の結果は、当選した人にのみこちらから詳細について連絡します。
応 募 期 限　７月20日㈪
問い合わせ　企画課 シティプロモーション部門　 33－2135

８月号の対象者

ちゃん

たくさんの笑顔と幸せありがと
う♡元気に健やかに育ってね☆

（２歳・片岡）
安
あん

藤
どう

優
ゆ

希
き

　

深
夜
２
時
、
眠
気
を
こ
ら
え
な
が

ら
テ
レ
ビ
の
前
に
座
っ
た
。
普
段
は

熱
心
に
サ
ッ
カ
ー
観
戦
を
す
る
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
大
舞
台
で
日
本
が
世
界
屈
指
の

強
豪
国
ブ
ラ
ジ
ル
と
対
戦
す
る
と
聞

け
ば
、
見
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
負
け
た

ら
終
わ
り
の
本
気
勝
負
。
開
始
か
ら

続
く
ブ
ラ
ジ
ル
の
猛
攻
を
耐
え
る
中
、

前
半
29
分
、
佐
野
選
手
の
献
身
的
な

守
備
か
ら
の
ス
ー
パ
ー
ゴ
ー
ル
。
眠

気
も
吹
っ
飛
び
、
深
夜
に
も
か
か
わ

ら
ず
思
わ
ず
手
を
た
た
き
、
歓
喜
の

声
を
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
先
制
点
は
、

き
っ
と
日
本
中
を
沸
か
せ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く
戦
う
姿
に
胸
を

打
た
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
見
る
人
の

心
を
一
瞬
で
熱
く
す
る
力
が
あ
る
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
日
本
代
表
の

姿
に
、
勇
気
と
感
動
を
も
ら
っ
た
本

当
に
忘
れ
ら
れ
な
い
夜
で
し
た
。

企
画
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部
門

吉
永
光
佑

ちゃん

２歳おめでとう♪ねぇねと仲
良く元気に大きくなってね♡

（２歳・大幡）
兒
こ

玉
だま

　 桃
もも

ちゃん

にいに大好きおてんばそあちゃ
ん　むちむちでみんなの癒し！

（１歳・住吉）
中
なか

村
むら

空
そ

愛
あ

ちゃん

１歳おめでとう。可愛い笑顔
で癒しをありがとう♫大好き♡

（１歳・川尻）
只
ただ

井
い

志
し

和
な

く　ん
（１歳・川尻）

橋
はし

口
ぐち

琉
る

叶
か

お誕生日おめでとう♡元気いっ
ぱい大きくなぁれ 大好き♡

お喋り大好き♪食べるの大好き
☆明るく元気な凜有が大好き♡

（１歳・川尻）
阪
さか

口
ぐち

凜
り

有
う

ちゃん
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